
　

市
で
は
、
団
塊
の
世
代
の
方
々
や
、

都
会
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
出
身
地

な
ど
に
戻
っ
て
生
活
す
る
U
・
J
・
I

タ
ー
ン
を
望
む
方
々
を
対
象
に
「
都
市

と
農
山
漁
村
の
共
生
と
対
流
」
を
進
め

る
『
天
草
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
増
大
す
る
遊
休
農
地

を
活
用
し
て
、都
市
住
民
に
天
草
の
海
・

山
・
郷
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
生
か

し
た〝
天
草
な
ら
で
は
の
田
舎
暮
ら
し
〞

を
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
天
草
へ
の
定
住
や
、
都
市
と
天
草

の
両
方
に
居
住
地
を
持
つ
二
地
域
居
住

な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
過
疎
化
・

高
齢
化
が
進
む
集
落
（
地
域
）
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市

と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
フ
あ
ま
く
さ
（
西
山
忠
彦
・
理
事
長
）

が
協
働
で
実
施
。
民
間
の
ア
イ
デ
ィ
ア

な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
事

業
展
開
を
図
っ
て
お
り
、
現
在
は
下
浦

町
金
焼
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
選

定
し
、
各
種
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
実
施
し
て
い
る
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
啓
発
活
動
】　

◆
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
（
東
京
・
大

阪
）や
天
草
フ
ェ
ア（
福
岡
）に
参
加
し
、

都
市
住
民
に
天
草
で
の
定
住
を
P
R
。

◆
天
草
で
暮
ら
そ
う
！

　
　
　
　
　

体
験
ツ
ア
ー
の
実
施

　

平
成
18
年
11
月
に
モ
デ
ル
地
区
で
第

１
回
を
開
催
。
そ
の
後
、
春
夏
秋
冬
を

基
本
に
こ
れ
ま
で
７
回
実
施
。
関
東
や

関
西
、
福
岡
、
熊
本
な
ど
か
ら
延
べ
１

３
９
人
の
都
市
住
民
が
参
加
。

◆
熊
本
・
福
岡
都
市
圏
で
の

　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　

平
成
18
年
度
は
熊
本
市
内
で
、
同
19

年
度
は
福
岡
市
内
で
、
天
草
で
の
定
住

や
二
地
域
居
住
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

【
遊
休
農
地
の
活
用
】

◆
遊
休
農
地
の
復
元
（
都
市
住
民
の
農

業
体
験
の
場
と
し
て
活
用
）

　

モ
デ
ル
地
区
の
農
地
約
０
・
83 

ha
を

復
元
。
カ
ラ
イ
モ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
菜

•
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
子
ど
も
が

生
き
生
き
と
し
て
い
た
。

•
１
週
間
も
い
る
と
、
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
に
な
る
と
思
う
。
永
住
に
向

け
た
機
会
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
。

•
中
・
長
期
的
に
住
め
る
施
設
が
あ
っ

た
ら
、
し
ば
ら
く
住
ん
で
み
た
い
。

•
体
験
で
は
な
く
、
実
践
と
し
て
農
作

業
を
行
っ
て
み
た
い
。

•
モ
デ
ル
地
区
周
辺
に
空
き
家
が
あ
れ

ば
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
「
天
草
で

暮
ら
そ
う
！
体
験
ツ
ア
ー
」
の
参
加
者

の
中
に
、
天
草
へ
の
移
住
を
本
格
的
に

考
え
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、
都

市
住
民
か
ら
移
住
相
談
が
あ
っ
た
件
数

が
、
昨
年
４
月
か
ら
約
55
件
に
上
る
な

ど
、
天
草
へ
の
移
住
希
望
者
が
年
々
増

え
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
、市
で
も
、

そ
の
受
入
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

都
市
住
民
が
天
草
へ
の
定
住
・
二
地

域
居
住
を
希
望
す
る
理
由
や
、
田
舎
暮

ら
し
に
対
す
る
要
望
な
ど
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

•
天
草
に
は
随
分
前
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
中
途
半
端
で
は
な
く
、
納
得

し
て
移
り
住
み
た
い
し
、
空
き
家
が

あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
借
り
た
い
。

　
（
奈
良
県
在
住
・
夫
婦
と

小
学
１
年
の
子
ど
も
１
人
）

•
天
草
は
以
前
訪
れ
た
と
き
に
気
に
入

っ
た
と
こ
ろ
。
移
住
し
て
民
宿
を
し

た
い
。

　
（
兵
庫
県
在
住
・夫

婦
と
子
ど
も
１
人
）

•
定
年
後
に
移
住
を
考
え
て
い
る
。
天

草
は
候
補
地
の
一
つ
で
、
ま
だ
移
住

す
る
と
確
定
は
し
て
い
な
い
。
情
報

が
欲
し
い
。（

茨
城
県
在
住
・
夫
婦
）

•
出
身
は
阿
蘇
。
定
年
後
、
田
舎
に
帰

ろ
う
と
思
う
が
、
天
草
は
い
い
と
こ

ろ
な
の
で
、
天
草
に
行
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
空
き
家
が
あ
れ
ば
紹
介

し
て
ほ
し
い
。（

大
阪
府
在
住
・
夫
婦
）

•
以
前
、
天
草
を
旅
行
し
て
と
て
も
気

に
入
っ
た
。
現
在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
天
草

に
移
住
し
て
、
で
き
れ
ば
い
ろ
ん
な

仕
事
を
し
て
み
た
い
。

（
兵
庫
県
在
住
・
夫
婦
）

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
取
組
状
況

移
住
相
談
者
の
声

体
験
ツ
ア
ー

　
　

  

参
加
者
の
感
想

　
「
天
草
に
住
み
た
い
の
で
す
が
…
」
と
い
う
市
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
、

最
近
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
団
塊
の
世
代
の
方
々
の
退
職
が
始
ま
り
、「
退
職
後
は
田

舎
で
ゆ
っ
く
り
、の
ん
び
り
過
ご
し
た
い
」と
い
っ
た〝
ふ
る
さ
と
回
帰
〞

へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
、
都
会
で
の
便
利
な
生
活
か
ら
田
舎
で
の
心
豊

か
な
生
活
を
望
む
若
い
世
代
の
方
々
の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
天

草
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」
の
取
組
状
況
や
、
新
た
に

創
設
し
た
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
」
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

自
然
豊
か
な
田
舎
に
住
み
た
い
！

〜
都
市
住
民
の
声
〜

の
花
な
ど
の
栽
培
と
収
穫
を
体
験
。

【
起
業
化
支
援
】

◆
食
を
生
か
し
た
起
業
支
援
（
薬
膳
レ

ス
ト
ラ
ン
と
特
産
品
加
工
所
の
開
設
）

　

モ
デ
ル
地
区
に
、
地
元
住
民
に
よ
る

起
業
と
し
て
、
地
元
産
の
旬
の
食
材
を

使
っ
て
料
理
を
提
供
す
る
ふ
る
さ
と
薬

膳
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設
予
定
。
ま
た
、

か
ん
き
つ
類
を
利
用
し
た
特
産
品
の
加

工
施
設
を
整
備
予
定
。

　　　　　　　　制度を創設～
～空き家情報バンク
　　　　　　　　制度を創設～
ききき家空き家家情報バンク情報バンク
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